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2022 年 9月 15日（木）　第2613回 例会

会長あいさつ 会 長　岡 崎　　隆

　皆様こんにちは！
　めっきり秋めいてまいりました、朝晩気温も下がってきておりますので体調管
理には十分気を付けてお過ごしください。
　また、年間行事にありますとおり９月４日の日曜日に盛岡グランドホテルに於
きまして開催されました２５２０地区クラブ会長フォーラム並びに分科会、懇親
会に参加してきましたことをご報告申し上げます。
　会長フォーラムでは菅原裕典ＲＩ研修リーダーの講演とＲＬＩ方式による活発
な意見交換がおこなわれ、分科会ではＤＥＩについて１０人がテーブルを囲ん
での意見交換が約一時間行われ、D（Diversity・多様性）E（Equity・公平さ）

I（Inclusion・インクルージョン）への理解を深めてきたところです。
　その後、コロナ禍の中でも盛大に懇親会が行われました。今年度のガバナーは本当にお祭りごとが好きなん
だなあと実感したところです。
　さて、9月の 1日の例会時の会長挨拶で唐突ですが大河原中学校のグランドの草刈り清掃活動を提案させて
いただいたところ本日例会終了後に十数名の会員の参加をいただくことに感謝申し上げます。また突然ですが、
会長フォーラムの懇親会時に村田の小川会長に今回の取り組みをお話ししたところ、ぜひ村田クラブとして参
加したいということでこの後の清掃活動は２クラブの合同となったことも突然ですがご報告申し上げます。こ
の草刈り清掃活動は 9月の２４日に開催される郡中体連新人大会サッカーの会場となり、村田中学校、大河
原中学校も参加することから直前のこの活動は学校にとっても非常に喜ばれることで、今後も社会奉仕委員長
の佐藤克美さんと青少年奉仕委員長の佐藤能文さんと相談しながら年次計画になくとも様々な新しい取り組み
をしていきたいと考えておりますので会員の皆様のご理解をよろしくお願いいたします。以上会長挨拶と致し
ます。



2022 年 9月 29日（木）　第2614回 例会
　皆様こんにちは！
　今例会を持ちまして、お弁当形式の縮小例会が終了し、１０月６日の例会からは理事会で決定した通りウィ
ズコロナの中で通常例会へ戻ることと致します。
　感染も落ち着く方向が見えてきておりますので、なお感染防止に努めながら例会を開催していきたいと考え
ます。
　また、9月の１５日の例会終了後には大河原中学校のグランドの草刈り清掃活動に村田クラブからは小川会
長はじめ大沼所左衛門などの参加をいただき併せて２０名のご参加で約一時間ちょっとのハードな作業でした
が無事グランドの整備ができたことをご報告申し上げます。
　当日の写真資料を３つに分けて今皆さんにご覧いただいておりますが、大変暑い日でまた、以前に刈り取っ
た大量の草も発酵し熱を持った状態で積まれたものも全部今回の活動で袋詰めにしました。猛暑との闘いでも
ありダイエットを決意した会員もおられたと思います。終了後には不在の校長に代わって大森教頭の方から御
礼、感謝のご挨拶をいただきました。
　９日後におかげさまを持ちまして、9月２４日土曜日前日の大雨の影響もグランド整備のおかげで最小限に
抑えられ郡中体連新人戦が無事に開催されました。
　残念なことに大河原中学校、村田中学校サッカー部の子供たちははつらつとプレーをしておりましたが共に
初戦で敗退してしまいました。来年 5月の中体連の本番でリベンジしてほしいと思います。以上会長挨拶と
させていただきます。

2022 年 10月 6日（木）　第2615回 例会
　皆様こんにちは！
　本例会より通常例会に戻り、会場の飾りつけも賑やかになり日常を取り戻しつつあることを実感できる日と
なりましたね。
　さて月初めの例会ですので誕生日・結婚記念日をお迎えになる会員を紹介いたします。まず誕生会員１０日
佐藤能文会員・１６日２名　武藤茂会員、中山雅之会員・２６日　庄司大会員誕生日おめでとうございます。
　次に結婚記念会員 2日　八島幸夫会員・3日　津田政行会員・9日　日下潔会員・そして私岡崎が２８日でご
ざいます。おめでとうございます。
　さて、頃なの感染状況が県内でも収束に向かう傾向がみられておりますが、経済状況はますます悪化の一途
を辿っており、マスコミ等でもでも倒産件数の増加等が日々報道されております。このような時こそクラブ内
に留まらずロータリアンとして知恵を結集し経済対策、物価高対策にスクラムを組んで取り組むことが大切で
あると考えますので今後様々な会員の皆様からのお知恵を賜りたいと考えておりますのでご協力をお願い申し
上げます。
　また、親や家族の扶養下にある子どもたちにとってもコロナ禍での貧困問題はより深刻度を増しております。
コロナ禍以前は相対的な表に出ない貧困が問題視されておりましたが、現在では絶対的な貧困状態にある子ど
もの増加が目立つようになり、子どもたちへの食の支援というものが必要ではないかと強く考えるようになっ
ております。
　青少年奉仕委員会を中心とした各奉仕委員会と協議し理事会等を経てこの子どもたちへの食の支援を現実化
していくことも今年度のクラブの活動に追加できたらと考えております。今後は計画の進捗が図れますように
皆様にご協力を求める場面もあろうかと思いますので宜しくお願いいたします。
　最後に２０２４－２０２５の会長候補の選定のために近く幹事の方からパスと官庁会議のご案内が参ると思
いますので宜しくお願い致します。
　クリスマスの家族親睦会での詳細についても近く理事会を開催したと思いますので重ねて宜しくお願いいた
します。以上会長挨拶と致します。



青少年奉仕委員会の活動について 青少年奉仕委員長　佐 藤　能 文

【入会してからの思い出】

2014～ 15年　47代　吉田　　茂　会長
　2014年 12月　入会しました。入会前に歓迎会に招待されました。
2015 ～ 16年　48代　津田　政行　会長
　ＳＡＡ　韓国で開催されましたRC世界大会に参加。
2016 ～ 17年　49代　櫻井　淳一　会長
　摂津RCと交流。副幹事。
2017 ～ 18年　50代　村上　則夫　会長
　幹事。50周年事業。カナダで開催されました RC世界大会に参加。
2018 ～ 19年　51代　樽見　正仁　会長
2019～ 20年　52代　藤江裕佳里　会長
　広報・ICO委員長。例会開催ごとの会報作成。
2020 ～ 21年　53代　甘糟　　仁　会長
　プログラム委員長。会員スピーチを中心に活動。
2021 ～ 22年　54代　奥林　　潔　会長
　親睦活動委員長。コロナウイルスにより活動縮小。
2022 ～ 23年　55代　岡崎　　隆　会長
　青少年奉仕委員長。

　国際ロータリークラブで活動している青少年奉仕活動事業は、以下の通りであります。

【インターアクト】
　●　学校や地元地域でボランティア活動をする　　　●　異文化について学び、国際親善に貢献する
　●　学校や地元地域でリーダーシップを発揮する　　●　楽しみながら、世界中に友だちをつくる
【RYLA】
　●　コミュニケーションや問題解決のスキルを磨く
　●　学校や地元地域で活躍できるリーダーとなる方法を発見する
　●　地元を動かすリーダーによる指導、意欲を高めるような講演、仲間との交流を通じた学び
　●　自分の可能性を発見し、行動へとつなげる
　●　楽しみながら、生涯続く友情を培う
【ロータリー青少年交換でできること】
　●　自分で考え、率先して行動する力を育てる　　●　国語や異文化を学ぶ
　●　海外の若者と交流し、友だちをつくる　　　　●　グローバルな市民になる

　大河原ロータリークラブの活動でありますが、
　　ガールズスカウト支援活動・援助
　　大河原ロータリーカップ　少年サッカー大会を３月第１土曜日と日曜日の２日間、開催する予定です。

　今回のスピーチに当たり
　　「奉仕の理想」とは「人に対する思いやりを持って、人のお役に立つこと」です。
　　思いやりとは同情することや慰めることだけでなく、手を差し伸べて乗り越えることであると思います。
　　青少年奉仕委員会として委員会を開催し、何か新しい事業を岡崎会長の思いも含めて考えて行きたいと思
　います。



職業奉仕委員会報告 委員長　藤 江 裕佳里

　２０２２－２０２３年度岡崎会長庄司幹事年度の大河原ＲＣ職業奉仕委員長を
務めさせていただく藤江です。今年度は先ほど青少年委員会委員長を務める佐藤
能文会員を副委員長に櫻井俊寛会員を委員として３名のメンバーになります。
　宜しくお願いをいたします。

　今日は 2つのことを話したいと思います。
一つは職業奉仕ということについて理解を深めようです。

　１つは今年度の職業奉仕委員会としての活動計画
　スピーチの機会をいただきましたので職業奉仕について私のわかることをまと

めておつたえしようよしましたが間違ったことをお伝えしてはいけないと資料を引っ張り出してまとめようと
致しましたが、今は印刷物としての資料は２０００年で終了していますがスマホやパソコンのネットでたくさ
ん探せますので例会も従来通り再開したとはいえ、個人として取り組むことはできますが、おおがわらクラブ
としての職業奉仕プロジェクトなど対外的なことは無理な現状ですので、将来に向けて立ち止まり考えるひと
時を持っていただけたらと思う次第です。

　２つ目のお話、今回は今年度の活動方針ということでしたので委員会としての活動計画についてお話します。
毎月届くロータリーの友Ｐ６にこのロータリーとはとロータリーの目的は私が知る限り入会してからずっと掲
載されている記事ですが、ロータリーの発足時点から職業人のあつまりであること、その親睦を深め大きな広
がりとなるなかで、自己の職業を通じて道徳的な倫理観を高め社会に奉仕することを目的とする倫理感を持っ
た運動の一員である私たちの行動の指針として考えられたのが４つのテストだと考えますので会員各位の中に
十分しみこむように、今年度は例会の時に月に１回は唱和したり歌を歌うなどを取り入れていきたいと思いま
すがいかがでしょう？
　不易流行という言葉があります。
　２０２０年わたくしの会長年度からコロナ感染症が蔓延し、今年度も今回がやっと通常例会が開催、対面で
会食もできてですが、今後も対面しての例会が良いとは思いますがオンライン例会や研修会など新しいものを
取り入れて変化発展していくとは思います。しかし職業奉仕その他行動するときの指針としてのロータリー４
つのテストはロータリー活動を継続する中本質的なものとして受け継がれていくと考えています。
　ご清聴ありがとうございました。


